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２０２０年度特別研究費計画書（奨励研究費）

　令和２年5月１1日
２０２０年度の特別研究費（奨励研究費）の申請にあたり、申請した研究計画が採択された場合には、富山県立大学研究倫理規準を遵守し研究に取り組みます。
	1． 申請者（所属・職・
氏名・年齢）　※(2)
	情報システム工学科・講師・
Antonio Oliveira Nzinga Rene・37歳（2019.4.1現在）

	2．研究種目　　　　  
※(3)
	④萌芽的　　⑤地域的課題　　⑥若手研究者(新規・継続)※
　　　　　　　　　　　　　　　※⑥は工学部教員のみ

	3．研究テーマ
※(4)
	Production Planning Strategy Based on Risk Management 
for Value Chain in Society 5.0

	4．研究組織





※(5)
	氏　名
	所属・職
	学位
	役割分担

	
	代
表
者
	Antonio Oliveira Nzinga Rene
	情報システム工学科・
講師
	博士
（情報科学）
	統括，実験計画，実験，解析，

	
	分
担
者
	奥原 浩之
	情報システム工学科・
教授
	博士
（工学）
	実験計画，各種立案，システム評価

	5．研究目的
・背景




※(6)
	企業の成功には、戦略的かつ効率的な決定が必要です。損失分布を形成するための手順、つまりリスク管理（Sarykalin、Serraino、Uryasev、2008）は、結果の不確実性と結果の有用性または利点の両方を組み合わせています。この研究の目的は、富山県の企業が生産計画にプラスの影響を与える効果的な政策を採用することを支援するサプライチェーン管理の方法論を提案することです。

	6．研究計画
・方法



※(7)
	[bookmark: _GoBack]この研究を成功させるために、以下の方法論を採用します。a）文献レビュー。 b）データ収集、データベースの構築、データ分析。 c）収集したデータに関する理論的研究と、新しい発見との比較研究を実行します。 d）シミュレーションを通じて結果の一貫性を確認します。 e）研究会議を介して結果を利害関係者と話し合う。 f）査読付きジャーナルに論文を提出し、国内および国際会議に出席する。


※特別研究費計画書作成・記入要領参照
	7．独創性
・革新性









	(本研究の独創的・革新的な点) 
生産計画は、製造プロセスを実行する際に製造業者によって実行される複雑なプロセスです。通常の手順は、予測の目的で確率論的手法を採用することです。現在の研究では、生産計画のプロセス内のリスク測定を検討しています。条件付きバリューアットリスク（CVaR）を採用することにより、この研究はプロセスの最適化のためのリスクの理想的な解釈を提供します。つまり、提案されたモデルは最適なソリューションを効率的に見つけます。意思決定ツールとして、この研究は、生産計画担当者が利益と損失の多くの可能な実現を考慮しながら、結果と利益の不確実性を分析する一貫した方法を提示します。 Society 5.0のアイデアを念頭に置いて、プロセスやビジネスモデルにおける技術の改善や革新は、企業にとって競争上の優位性を持っています。この研究は、主に企業を中心にステークホルダーを定義した後、企業内での効率的なR＆Dの開発の可能性と、顧客のニーズを満たす大学との協力を提供します。また、この研究では、いわゆる生産制約を導入して、マネージャーがパラメトリック境界をペナルティと見なして、指定期間中の生産を予測するのをサポートしています。

	8. 


















※(8)
	萌芽性・将来性
研究種目④のみ記入
	日本でSociety 5.0を実装するには、管理上の問題を解決する効率的な方法が必要です。この研究では、生産計画の問題を解決するためのさまざまな手法を提案しています。不確実性需要の下でのリスク管理を考慮した生産量、バリューチェーンの予測モデルを提案します。さらに、意思決定者は、悪さのレベルを示す目的関数を介して、自分の予測がどれほど良くまたは最悪かを評価する可能性があります。重み係数は、リスクを小さい値または中程度の値に制限します。提案されたモデルは、その結果が採用されたポリシーに基づいてプロダクションマネージャーを方向付ける可能性があるいくつかの異なるシナリオを通じてテストされます。

	
	地域性・先駆性
研究種目⑤
のみ記入
	

	
	高度性・将来性
研究種目⑥
のみ記入
	


※特別研究費計画書作成・記入要領参照
	9．これまでの
研究経緯・成果
	（研究テーマに関してこれまでの研究成果や共同研究の実績など）
本プロジェクトの主任研究者は、産総研のポスドク研究者が2019年に省庁間戦略革新推進プログラム（SIP）NEDO内の共同研究に積極的に参加したときの研究でした。研究の焦点は、レストランサービスの効率。 2017年から2019年まで、近畿大学とGanko Food、Inc.がサービスエンジニアリングに関連して共同研究を行い、レストランのサービスを最適化しました。博士研究の最後の期間を通じて、日本経営システム学会は、2016年に若手研究者に奨励賞を授与しました。

	10．研究経費の
妥当性・必要性
	（下欄に記入する研究経費の妥当性・必要性・積算根拠など）
設備費：大量のデータを使った実験を行います。シミュレーションを実行するには、高性能で使いやすいコンピュータソフトウェアが必要です。消費コスト：データを保存するには、大容量のハードディスクが必要になります。非常勤の研究助手によるデータ挿入料。旅費：国内および国際会議に参加する科学界および社会に研究結果を提示するため、および会議登録料の支払い。

	11．研究経費
　　（千円）



　
　　※(9)
	経費
	物品費
	旅費
	人件費・謝金
	その他
	光熱水費
	計

	
	内訳
	計算機
400
ストレージ
300
	成果発表旅費
100
	データ入力補助
100
	講演申込金
100
	
	

	
	計
	700
	100
	100
	100
	
	1000

	12．外部資金等の申請状況（２０１９年度分として申請し不採択になっていないもの）
(1) 科学研究費
申  請  先
研究テーマ	
申  請  額	

	(2) 財団等の助成金
申  請  先
研究テーマ
申  請  額

	申  請  先
研究テーマ
申  請  額


※特別研究費計画書作成・記入要領参照
	13.研究業績（最近5カ年間に発表した論文､著書のうちから重要なものを選定し､現在から順に発表年次を過去にさかのぼって記入してください｡）

	発表論文名・著書名　等（例えば発表論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年(西暦)について記入してください。なお、研究代表者には二重下線、研究分担者には一重下線を付してください。）

	1. T. Tanizaki, T. Shinmura, N. Fujii and A. O. N. Rene, “Staff scheduling in restaurants where hall staff and robots cooperate”, Int. J. Simulation and Process Modelling (in press)
2. T. Tanizaki, H. Katagiri,and A. O. N. Rene, “Scheduling Algorithms Using Metaheuristics for Production Processes with Crane Interference”, International Journal of Automation Technology, Vol. 12, N.3, pp.297-307 (2018)
3. A. O. N. Rene, Takashi Tanizaki, Nobuyuki Ueno, Eri Domoto and Koji Okuhara, “Coalitional Game-Theoretic Model for Inventory Management”, ICIC Express Letters, Part B: Applications, vol. 12 no. 8, pp. 799-807 (2018)
4. Junko Shibata, Koji Okuhara, Shintaro Mohri and Shogo Shiode, “Influence of Collaborative Behavior of Agents based on the Hogg-Huberman Model in Social System”, SCIS ＆ ISIS 2018, pp. 415-418, Toyama, Japan (December 5-8, 2018)
5. A. O. N. Rene, T. Tanizaki, T. Shimmura, N. Fujii, T. Takenaka, “Multiagent Simulation-Based Analysis for Restaurant Service”, CIRP-ICME'18 - 12th CIRP Conference on Intelligent Computation in Manufacturing Engineering, Procedia CIRP 79, pp. 673-678, 2019; Gulf of Naples, Italy, (July 18 - 20, 2018).
6. Eri Domoto and Koji Okuhara, “Employment Impact Aalysis using Variance Analysis based on Student Data”, International Journal of Japan Association for Management Systems, Vol. 9, No. 1, pp. 51-56 (2017)
7. E. Domoto, A.O.N. Rene and K. Okuhara, “Cause and Effect Relationship Analysis using Chain Independent Graph”, ICIC Express Letters, Part B: Applications (ICIC-ELB) (2017)
8. Y. Akikuni, K. Okuhara, and Y. Fujisaki, “Proposal of Task Creation Support System using Cluster Analysis Based on Learning Data”, 2017 56th Annual Conference of the Society of Instrument and Control Engineers of Japan (SICE), pp. 353-354 (September 19-22, 2017)
9. A. O. N. Rene, N. Ueno, Y. Taguchi, and K. Okuhara, “An Available Solution for Multi-period Production Planning with Constraints Based on Shapley Value”, International Journal of Japan Association for Management Systems, Vol. 8, N. 1, pp. 47-56 (2016)
10. Ryo Takechi, Ryo Haruna, Junko Shibata, and Koji Okuhara, “Edge Ranking in Graph Using Discrete Choice”, International Journal of Innovative Computing, Information and Control, Vol. 12, No. 6, pp. 1919-1928 (2016)
11. Koji Okuhara, Ryo Haruna, Yu Ichifuji and Noboru Sonehara, “Fuzzy Shapley Value Based on Linear Solvable Formulation”, ICIC Express Letters, Vol.10, No.3, pp.621-628 (2016)
12. A. O. N. Rene, N. Ueno, Y. Tagauchi and K. Okuhara, “Multi-Period Production Planning Using Shapley Value with Constraints”, ICIC Express Letters, Vol. 10. No. 2. pp. 355-362 (2016)
13. 上野信行，田口雄基，奥原浩之, “AVaRに基づいた週間生産計画法の提案—ゲーム理論的アプローチー”, 日本オペレーションズ・リサーチ学会論文誌, Vol. 58, pp. 101-121 (2015) 
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